【表紙３枚目】


①本名（ふりがな）
　
②住所
　〒○○○―○○○○
　
③電話番号
　
④Ｅメールアドレス
　
⑤性別（ひとつ選択してください。）【任意】
　☐男　☐女　☐指定しない

⑥職業（ひとつ選択してください。）【任意】
　☐会社員 ☐公務員 ☐教職員　☐自営業・フリーランス
☐学生（大学／大学院／専門学校）　☐学生（小中高生）
☐無職 ☐その他（　　　　　　　　　）

[bookmark: _Hlk40991310]⑦普段、執筆される作品の分量を教えてください。【任意】
☐～２，０００字程度　　　☐～４，０００字程度　
☐～１０，０００字程度　　☐～２８，０００字程度
☐～１００，０００字程度　☐～１６０，０００字程度
☐１６０，０００字以上

⑧応募作品の執筆開始から完成までに要した期間はどれくらいですか？【任意】
☐１か月未満　　　　　　　☐１か月以上２か月未満
☐２か月以上３か月未満 　☐３か月以上６か月未満
☐６か月以上１年未満　　　☐１年以上

[bookmark: _Hlk40991298]⑨これまで京都文学賞に応募したことがありますか？【任意】
　☐応募したことがある　　　☐今回が初めて

⑩京都文学賞以外に応募したことのある文学賞はありますか？【任意】
　☐応募したことがある
→文学賞名を教えてください。（　　　　　　　　　　　）
　☐応募したことがない

⑪京都文学賞をはじめて知ったのはいつですか？【任意】
☐第１回（令和元年度）　　　☐第２回（令和２年度）　
☐第３回（令和３年度）　　　☐第４回（令和４・５年度）
☐第５回（令和６・７年度）　☐第６回（令和８・９年度）
⑫京都文学賞を最初に知った方法は何ですか？（ひとつ選択）【任意】
☐新聞
→新聞名をお答えください。
☐京都新聞
☐きょうと市民しんぶん
☐その他の新聞（　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐雑誌
→雑誌名をお答えください。
☐公募ガイド
☐その他の雑誌（　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐ポスター・募集チラシ等の広報印刷物
→見かけた場所をお答えください。
☐区役所等の京都市施設　☐図書館　☐京都市広報板
☐書店（京都府内）　☐書店（京都府外）　☐大学
☐中学校・高校　　☐その他の場所（　　　　　　　）
☐ウェブサイト等
→サイト名をお答えください。
☐公募ガイドＯＮＬＩＮＥ
☐コンテスト情報サイト・登竜門
☐京都市情報館（京都市ホームページ）
☐検索エンジン（Google・Yahoo等）
☐ネット広告
☐その他のサイト（　　　　　　　　　　　　　　　）
☐ＳＮＳ
→ＳＮＳ名をお答えください。
☐Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）
→☐最終選考委員・アンバサダー作家のアカウント
☐その他のアカウントの投稿・リポスト
☐「おすすめ」欄の投稿
☐ＳＮＳ広告
☐Ｆａｃｅｂｏｏｋ
☐Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
☐知人から
☐京都文学賞受賞作品（作品名：　　　　　　　　　　　　　　）
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑬応募作品の執筆開始前から京都文学賞のことを知っていましたか？【任意】
☐執筆開始前から知っていた。
☐知ったことを契機に執筆を開始した。
☐執筆中に知った。　　☐完成後に知った。

⑭第６回募集のお知らせを目にしたことがある広報媒体等を教えて
ください。（複数回答可）【任意】
《新聞等》
[bookmark: _Hlk17376226]☐京都新聞　☐きょうと市民しんぶん
☐その他の新聞（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
《雑誌等》
☐公募ガイド　☐その他の雑誌（　　　　　　　　　　　　　）
《ポスター・募集チラシ等の広報印刷物》
☐区役所等の京都市施設　☐図書館　☐京都市広報板
☐書店（京都府内）　☐書店（京都府外）　☐大学
☐中学校・高校　☐その他の場所（　　　　　　　　　　　　）
《ウェブサイト等》
☐京都文学賞公式ホームページ
☐公募ガイドＯＮＬＩＮＥ　☐コンテスト情報サイト・登竜門
☐京都市情報館（京都市ホームページ）　　☐ネット広告
☐その他のサイト（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
《ＳＮＳ》
☐Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）
→☐京都文学賞公式アカウント
☐最終選考委員・アンバサダー作家のアカウント
☐その他のアカウントの投稿・リポスト
☐「おすすめ」欄の投稿　☐ＳＮＳ広告
☐Ｆａｃｅｂｏｏｋ
☐Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
《その他》
☐知人から　☐京都文学賞受賞作品（作品名：　　　　　　　）
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑮小説投稿サイトへ投稿したことがありますか？【任意】
☐投稿したことがある
　→サイト名を教えてください。（　　　　　　　　　　　）
☐投稿したことがない

⑯好きな作家や作品を教えてください。【任意】
《好きな作家》
　　
《好きな作品》
　　

